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 転換畑ダイズにおける土壌管理に関する研究では，不耕起無培土狭畦(畦幅 30cm)栽培の 7 年間
の連作条件下で，土壌並びに収量，品質に関する詳細な調査を従来の耕起培土栽培を比較対照と
して行っている．特に不耕起栽培で転換畑ダイズを 7 年間の長期間連作した場合の土壌および収
量，品質の変化に関する報告は前例がなく貴重である． 
 注目すべき調査結果に，0-30cm の層位における土壌中全炭素の減少量が不耕起栽培では耕起栽
培の 30%程度と少ないなど，不耕起栽培が従来の耕起栽培に比べ地力保全的な栽培法であること
を定量的に実証したことが挙げられる．この結果は地球温暖化対策の一つである，土壌への炭素
貯留による二酸化炭素の削減対策を検討する際に，具体的な数字を伴う事例としても貴重である．
また，7 年間の連作において収量の低下が観測されなかったことも注目すべき調査結果の一つ
である．これまでダイズ連作を行った報告の多くが，連作の経過と共に収量が低下していること
を示しているが，その大半が土壌病害等の病害虫被害を伴う条件によるものである．申請者の調
査は収量に影響を与えるほどの病害虫被害を受けることなく得られた結果であることから，連作
に伴う土壌の全炭素や可給態窒素等の低下は，ダイズの収量性に与える影響が限定的であること
を示唆している．このことは，諸処の事情から連作を余儀なくされているダイズ栽培農家の栽培
管理に対するこれまでの考え方，堆肥等の投入による地力維持を必須とする考え方を変える可能
性を含んでいる．ただ，申請者の報告で残念なのがダイズの生育，収量に大きな影響を与えると
される根粒菌に関するデータがないことである．この点については，現在調査を継続していると
のことであり，今後に期待をしたい． 
その他，申請者が示したデータにおいて，土壌の交換性カルシウム含有率と子実カルシウム含
有率との間に高い相関が見られること，カルシウム資材の投入により可給態リン酸含量が増加す
ることなどは新たな知見として，今後のダイズ栽培の土壌管理に活かされる可能性をもつ． 
以上のように，本研究は不耕起栽培における水稲施肥技術や水稲，ダイズ栽培における土壌管
理手法に関して基礎的な知見を提供しており，博士（農学）の学位に値する業績と判断される．
 
